
第2回　赤川自然再生計画検討会

平成17年10月24日(月)

国土交通省　酒田河川国道事務所

赤川自然再生の目標（案）

・適正な樹木管理による多様な植物相
　の保全・創出

・水生生物の生息域拡大に向けた河川
　連続性の確保

・瀬・淵をはじめとする多様な生物が
　生息できる水域環境の保全・創出
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整備の方針

適正な樹木管理による多様な植物相　
の保全・創出

・ハビタットとして重要な機能を果たすものなど良好な樹
　木群を保全する。

・河道内に繁茂した樹木群に対し、伐採、伐根等を行い、

特に外来種であるハリエンジュの拡大を抑制する。

・高水敷や中州の切り下げ等によりエコトーン（環境遷移
　帯）を創出し、多様な植物相を創出する。

・整備にあたっては、整備による効果をモニタリングしな
　がら、得られた知見を次段階の整備に活用していく。

整備内容（案） 多様な植物相の保全・創出

・水際植生（河畔林等）の保全

・鳥類の営巣地などハビタットとして良好な機能
　を果たしている樹木の保全

○良好な樹木群の保全
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多様な植物相の保全・創出

・基本的に全伐採する

○樹木の伐採・伐根による管理

中州における樹木群

ハリエンジュは伐根

ヤナギ類は伐採

ハビタットとして機能を果たしている樹木については保全する

・生態学的機能に必要な幅を確保した上で、それ
　以外の河川管理上支障となる樹木は伐採・伐根
　を行う。

寄州・高水敷における樹木群

多様な植物相の保全・創出

生態学的機能に
必要な幅を確保
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多様な植物相の保全・創出

樹木管理計画図 イメージ

ハリエンジュ対策

伐根及び客土埋め戻しによりハリエンジュ
の拡大を抑制する

多様な植物相の保全・創出

伐根範囲
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多様な植物相の保全・創出

【試験掘削計画（案）】

目　的

・現状におけるハリエンジュの生育実態（根茎の
　広がりや深さ等）を把握する

・伐根によるハリエンジュ対策の効果を把握する

・高水敷の一部を切下げ、掘削後の植物の遷移状
　況をモニタリングすることで、「多様な植物相
　の保全・創出」に向けた知見を得る

試験掘削予定箇所
23.9k～24.5k左岸

櫛
引
橋

（王祇橋上流）

河岸部の現状

群落内の現状

試験掘削予定箇所の現状

王
祇
橋

黒
川
橋

多様な植物相の保全・創出

ハリエンジュ群落
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・伐根後、土中に残った根からの萌芽を防ぐため
　客土埋め戻しによる対策を講じる

【ハリエンジュの伐根方法】

伐根を行う深さ等については、今年度実施予定の
試験掘削によりハリエンジュの生育実態（根茎の
深さ、広がり等）を確認した上で決定する。

多様な植物相の保全・創出

試験掘削地設定の考え方（切下げ高さ）
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　：変曲点
　：80％値

ハリエンジュ群落が生育する地盤高と低水位との比高の関係

（群落数累計）

変曲点と80％値がほぼ一致
　　　　→約2.0m

比高約2.0mを安定
したハリエンジュ
が形成されにくい
高さと仮定

現地の地盤高が低
水位＋2.0m程度で
あり、伐根を行う
高さとほぼ同じ

低水位＋1.0mを切
下げ高さに設定

最高地盤高－低水位の比高が
1m以下となる群落数は少ない

多様な植物相の保全・創出
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試験掘削地設定の考え方（勾配）

水際部河岸勾配の変化［左右岸平均］
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S42河岸勾配(平均)
S42区間平均
H14河岸勾配(平均)
H14区間平均

S42区間平均  1/3 .56
H14区間平均  1/3 .15

S42区間平均  1/11 .79

H14区間平均  1/5.69 S42区間平均  1/8.81
H14区間平均  1/7.64

河岸勾配の変化（S42－H14）

中流部で１/１２（S42）→１/６（H14）と急勾配化

中流部～上流部におけるS42当時の河岸
勾配を参考として、１/１０に設定する

多様な植物相の保全・創出

試験掘削の横断イメージ

平均
低水位

多様な植物相の保全・創出
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水生生物の生息域拡大に向けた河川　
連続性の確保

・治水上問題のない高さに上層のブロックを撤去する。

・下流側の乱積みブロックは一律撤去し、ホロースケ
　ヤーを移設し、敷き並べる。

・左右岸のホロースケヤー敷設部にそれぞれ一箇所ず
　つ魚道を設置し、小流量時の魚類の移動経路とする。

整備の方針

河川の連続性確保

伊勢横内床止工の整備例

水面より高い
六脚ブロック
を撤去

既設のホロー
スケヤーを撤
去し、魚道ブ
ロックを敷設

六脚ブロックを
撤去し、ホロー
スケヤーを敷設

左右岸に魚道ブロ
ックを敷設し、魚
道機能を確保する

治水対策上、中央
部に設置された六
脚ブロックのうち
水面より高いもの
を撤去する

整備内容（案）
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河川の連続性確保
整備イメージ

[中央部]

中央部に設置さ
れた六脚ブロッ
クのうち水面よ
り高いものを撤
去する

[魚道部]

既設ホロースケヤ
ーの上段を撤去し
て魚道ブロックを
敷設

ホロースケヤーの撤去＋魚道ブロック敷設

治水対策上、水面上のブロック撤去

河川の連続性確保

支川における連続性の確保に向けた提案

・直轄管理区間に合流する支川、上流大鳥川及び梵字川
　とこれに合流する支川の中には、赤川を代表する魚種
　・サクラマスが産卵場として利用するものが多い

・本川床止工に加え、上記支川には多くの落差工等が設
　置されており、水生生物の移動が困難な状況にある

各管理者が連携・協力して、赤川本川だけでなく、
本川～支川及び支川内の縦断的な連続性を確保する
ことにより、魚類をはじめとする水生生物の生息可
能範囲を拡大し、水系として流域における生物多様
性の向上を図る
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瀬・淵をはじめとする多様な生物が　
生息できる水域環境の保全・創出

・中州や河岸の切下げにより川幅水深比（B/H）を変化
　させ、かつて見られた多様な流れを創出する。

・対象箇所の水理特性、あるいは過去の淵形成状況を
　十分踏まえた上で、淵の再生・創出を考慮しながら
　試験的な施工等を通じて効果を確認し、段階的に取
　り組んでいく。

・今回潜水調査した代表的な淵については、今後も継
　続的にモニタリング調査を実施することにより、淵
　形成及び消失等の変化に関するデータ・知見を蓄積
　する。

整備の方針

淵の保全・創出

中州や河岸の切下げによる多様な流れの創出
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【およその領域区分】
       B/H＞140･･････多列砂州
  140＞B/H＞70･･･････交互砂州または多列砂州
   70＞B/H    ･･･････交互砂州

S42区間平均  51 .633
H14区間平均  39 .308

S42区間平均  64.877

H14区間平均  48 .142

S42区間平均 87.888
H14区間平均 77.868

S42

S48

S54

H7

H14

【下流部】 【中流部】 【上流部】

・砂州形態の領域区分を示す指標である川幅水深比
　（B/H）はS42に比べて下・中流部で低下している

・下流部で行われている中高水敷整備とあわせ、川
　幅水深比を変化させることにより、かつてみられ
　た蛇行する流れや瀬・淵を創出する

川幅水深比の変化

整備内容（案）
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淵の保全・創出

現　状

対策直後

対策後

中州が固定化し、
流れも安定してい
る

中州の切下げによ
り川幅水深比が増
大する

出水による撹乱等
を経て瀬・淵のあ
る多様な流れが創
出される

【整備イメージ】

赤川における瀬・淵の分布状況の変化（上流部）

【昭和30～40年代】

【平成13年】

【昭和30～40年代】

【平成13年】
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